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＜病棟連絡事項＞
なし。
＜患者連絡事項＞
・川崎　隆志様～PSWより情報提供あり。

姉様より、実家を引き払い両親は町営住宅に入居する予定となっている。

既に町営住宅も決定しており、荷物を移すのみの状態。

その為自宅に戻ってきても生活が難しい為、そのまま施設に入ってほしいとの希望があったとのこと。また、実家が無くなることについては病院からも本人に伝えてもらって構わないとのこと。病院側としては、できれば家族からも伝えて頂きたこと説明している。

病棟としてどのように対応していくか主治医へ意向確認行ってから検していく。
・沼田　ゆき子様～明日午前中任意入院切り替え行っていく事としている。
・佐々木　康子様～6/28頭部ガーゼ交換、処置指示主治医より頂く事としている。
・成田　賀江様・中　誠太郎様～今後練り物+団子等1口大で提供とする。　
＜要注目患者様ケース検討＞
・小栗　健太郎様～拒食無し、不安感の訴えや悲観的な訴えは特に聞かれず。
表情の冴えなさあるも不穏さ無し。日課以外は自室にて過ごされている。
・釜谷　茂春様～問題行動無くスタッフ対応穏やか。他者交流も適度にされており、適切な距離を保たれている。
・赤坂　順市様～朝食前血糖100以下で推移している為インスリン実施せず経過。独語・空笑見られているが、不穏さは無く経過されている。
・佐々木　康子様～ＣＴ検査後今川Ｄｒへ検査結果見て頂いている。明らかな頭蓋内病変や骨傷は見当たら無いとの事。創部保護に関して説明するも理解乏しい。
・佐々木　紀子様～妄想に左右された言動なく経過されている。
・向井　敦子様～妄想様の言動あり易怒性は無いが被害的様子あり。性的内容の妄想発言あり。

＜小柳Dr.患者様診察情報＞
・江刺家　惠子様～最近の様子や、本日排便多量にあった事等情報提供している。

診察中「涎を出す薬下さい」と話される場面あるも主治医より

水分を摂取するよう説明されるもやや理解不良さあり。

7/4まで臨時薬処方となっている為今回、処方は無い。
・松川　順子様～診察にて最近の様子を情報提供している。

診察中も「便が出ない」「吐き気がする」「具合が悪い事が多くなった」等と訴えあり。本日ねる前よりオランザピン2.5mg 1錠　7日分処方。
＜菅野Dr.患者様診察情報＞
・赤坂　順市様～診察にて、空笑や妄想言動が聞かれていた事を情報提供している。

6/29～7/5　7日分同内容で処方。

7/6～7/12　ラツーダ錠20ｍｇ 2 錠1日1回　夕食後 →1錠へ減量し
7日分処方。
・中居　啓悦様～診察にてデポ剤開始直後は不調訴える様子があったが「気分が安定する」　　と話されていた事を情報提供している。また明日、2回目の実施となる事も併せてお伝えしている。6/29～定期薬[1] アリピプラゾールOD錠
12mg1日1回　ねる前→6mg 1 錠へ減量。
・田村　真紀子様～診察にて、車椅子使用の練習をしている事など最近の様子を情報提供。
診察中「夜、トイレに行くときに手足の震えがある」と話されている　　　　　　　
為本日寝る前より[1] 炭酸リチウム錠200mg 1 錠  1日1回　
ねる前日分処方。

7/6～定期薬[2] 炭酸リチウム錠200mg2 錠 →1錠へ減量となる。
・續石　啓介様～ボラザG軟膏７日分、アズノール軟膏2本、エキザルベ軟膏2本処方。

6/29～7/5　[10] リスパダールＯＤ錠1mg 1 錠 1日1回　夕食後処方。 

7/6～7/12

[7] ミルタザピン錠15mg 2 錠→ミルタザピン錠15mg 1 錠 

　　　　　　　　アリピプラゾールOD錠6mg→12mg 1 錠 1日1回　ねる前へ変更となる。
・立花　一輝様～危険行為等無く落ち着いて過ごす事が出来ている事を情報提供。

診察中も終始穏やかに受け答え出来ている。

6/29～7/12臨時薬[1] ミヤBM細粒　1ｇ/包 3 包 1日3回毎食後へ増量

[2]レボトミン（5）2錠　1日1回寝る前→1錠へ減量となる。
＜退院支援状況確認＞

・山本　嗣憲様～家族様がみちのく記念病院への転院で了承されたことから、FAXにてみちのく記念病院へ情報提供しているとの事。受け入れの可否についての連絡待ちの状態。
・澤田　真理様～退院先はやまばと寮へと戻る予定（在籍可能期間：3ヶ月）。5/18（開始日）から60日以内なので、7/16前までは、算定内の為算定内に退院進めて行く予定。
・西村　義男様～6/28（火）ENT予定
6/27本人、施設スタッフ、ケアマネージャー、当院SW、病棟スタッフにてケア会議実施。明日予定通り8：00に退院。7/10までショートステイ利用予定だが、終了後の計画は現段階では未定。可能性としては自宅生活となる事もあるとの事。入院中のADL,服薬管理状況、身体状態等について情報提供。また上記ショート利用後の生活について、主治医からも「服薬管理についてしっかりとサポートするように」との指示もある為、訪問看護導入等、入所中にサービス調整をして頂くよう促している。
・前田　拓子様～7/19　14：00青山荘に入所の為退院予定となる。訪問看護については本人の状況から現在の段階では必要なく必要時検討していく。計画相談より、サービスの計画案を作成にあたって一度退院前に本人と直接面会する機会を作ってもらえないかとの話あり。オンラインではなく、直接を希望。病棟にも相談してみる事とした。また、事前に病棟からのサマリーなどももらいたいとの希望あり。

・沼田　ゆき子様～診療情報提供書を再度主治医へ再度依頼していく事としている。
